























障害者支援施設で生活する 60 歳以上の知的障害のある人は、2011 年には 22.5％であったが、







障害者支援施設は全国に 5874 施設（2015 年 10 月 1 日時点）設置されており 1）、そのなかか
ら 1か所の障害者支援施設を選定し、施設長 1名を対象に半構造化個別インタビュー調査を実
施した。今回は、①利用者の平均年齢が 60 歳以上であること 2）、②利用者の障害支援区分の平
均が 5以上であり、重度の知的障害のある人が入所しているという基準で障害者支援施設を選






































害者プランでは、グループホーム（福祉ホームを含む）の整備目標を 1995 年の 5,347 人分から
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その後、1990 年代後半になると社会福祉基礎構造改革（1997 年～ 2000 年）が行われ、契約
制度への転換や地域福祉の確立が打ち出された。そして、2003 年には支援費制度、2006 年には
障害者自立支援法が施行された。2005年には身体障害者更生援護施設と知的障害者援護施設を
合わせると 6,819 施設だったが、2010 年には身体障害者更生援護施設と知的障害者援護施設、障













府県が策定した第 5期障害福祉計画（2018 年度～ 2020 年度）において、「施設入所者は 2018
年度の13万583人が2020年度は3％減の12万7399人になる。グループホームの入居者は2018





1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2012年 2014年 2016年
身体障害者更生援護施設 845 1033 1321 1766 2294 498 ― ― ―
知的障害者援護施設 1244 1732 2332 3002 4525 2001 ― ― ―







知的障害のある人が入所している入所施設の定員規模は、2013 年までは「51 ～ 60 人」が最
も多かったが、2016 年には「41 ～ 50 人」が 30.1％と最も多く、施設の小規模化の傾向がうか
がえる（表 4）。また、入所施設の居室の状況は、個室や 2人部屋利用が増加している（表 5）
次に年齢別施設利用者数の推移をみると、60 歳以上の利用者の割合は 2011 年に 22.5％、2013
表 3　第 5期障害福祉計画におけるサービス見込み人数
2018 年度 2019 年度 2020 年度
共同生活援助（GH） 122,114 人 129,538 人 136,019 人
施設入所支援 130,583 人 129,917 人 127,399 人
出所　福祉新聞（2018.7.9）「2020 年度見通し　GH入居者数、施設を逆転」1面
表 4　定員規模別入所施設数




























































身体障害児（18 歳未満） 6.8（95.8%） 0.3（ 4.2%） 7.1
身体障害者（18 歳以上） 412.5（98.4%） 6.9（ 1.6%） 419.4
知的障害児（18 歳未満） 21.4（96.8%） 0.7（ 3.2%） 22.1
知的障害者（18 歳以上） 72.9（86.6%） 11.3（13.4%） 84.2
精神障害者（20 歳未満） 26.6（98.9%） 0.3（ 1.1%） 26.9




















2011 年 88.3% 77.5% 54.5% 30.1% 19.7%



































個室利用 2人部屋利用 3人部屋利用 4人 5人
2011 年 47.1% 10.3% 6.8% 5.7% 0.1%
2013 年 47.3% 40.8% 6.2% 5.6% 0.2%












施設入所者の性別は、男性が 137 名（58.8％）、女性が 96 名（41.2％）であり、男性がやや多
い。また、施設入所者の年齢は、60 代が 106 名（45.5％）と最も多く、次いで 70 代が 52 名
（22.3％）、50 代が 35 名（15.0％）であり、60 歳以上が全体の 73.8％を占める。平均年齢は 63.5
歳であり、最高年齢は 92 歳、最低年齢は 21 歳である。施設入所者の障害支援区分は、区分 6





うものである。過去 13 年間（2003 年～ 2016 年）にA施設からグループホーム等に移行した






一方、新たに施設に入所した利用者もいる。A施設では 2015 年～ 2016 年にかけて、精神科
病院に社会的入院をしている知的障害のある人や、著しい行動障害のある人、矯正施設を退所
した知的障害のある人を受け入れており、支援している。




特別支援グループ（2寮） 18 名（ 7.7％）
自立支援グループ（6寮） 114 名（61.8％）






現在、C寮に入所している利用者は 21 名である（2018 年 2 月 1 日時点）。利用者は全員男性
であり、年齢は全員 60 歳以上である。利用者の平均年齢は 72.5 歳であり、最高年齢は 86 歳で
























































現在、D寮に入所している利用者は 19 名である（2018 年 2 月 1 日時点）。利用者は全員女性
であり、年齢は全員 60 歳以上である。利用者の平均年齢は 76.1 歳であり、最高年齢は 92 歳で








































































































































５） ミネルヴァ書房編集部（2018）『社会福祉小六法 2018』ミネルヴァ書房 , 1091-1092.
６） 障害のある人の日中活動（昼間の活動）は創作活動から生産活動まで様々なものがあり、社会参加と
自己実現を図る上で欠かせない。日中の活動を支援する福祉サービスには生活介護、自立訓練、就労
継続支援A型・B型、就労移行支援等がある。
７） 余暇活動とは趣味やスポーツ等の楽しみを持ったり、自由に外出して過ごしたり、楽しい時間の過ご
し方を自分で選んでいくことである。余暇においては日頃の社会生活に着目する必要がある。それは
公共交通機関の利用、買物、外食、日中活動の後にどのように過ごしているのか等である。
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